
葉
数（
節
数
）を
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
多
収
の
要
件

　
キ
ュ
ウ
リ
の
花
芽
着
生
は
前
に
述
べ
た
よ

う
に
、ナ
ス
科
作
物
と
違
っ
て
、葉
芽
腋
（
葉

柄
基
部
の
所
）
に
花
芽
が
分
化
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
葉
数（
節
数
）を
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
的
に
収
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま

す
（
第
１
図
）。

↑葉芽腋（葉柄基部）に花芽分
化するキュウリ。

↑葉数（節数）を増やすことが
多収のポイント。

多収を得るための基本的要件

●収量＝収穫果数×１果平均重
●果数＝節数×着果率×栽植株数
　節数の確保（増加）⇔生育（葉数の増加）

稲
いな

山
やま

　光
みつ

男
お

多
収
を
得
る
要
件

の
生
理
・
生
態
か
ら

と
ら
え
た

管
理
技
術

良
品
多
収

多収を得る
要件

第６回

キ
ュ
ウ
リ

1962年、埼玉県農業試験場・越谷支場に勤
務。1964年から野菜担当。1967年、埼玉県
園芸試験場そ菜・花き部に勤務（そ菜担当）。
主に、施設栽培キュウリの品種特性調査、
作型開発、増収技術、高品質生産技術、お
よびキュウリの施設栽培における環境制御
法などの試験研究に従事する。1991年にそ
菜部長。1997年、同試験場・鶴ヶ島洪積畑
支場長。2000年、埼玉県農林総合研究セン
ター・園芸支所長。現在は三菱樹脂アグリ
ドリーム株式会社・生産・技術部開発セン
ター守谷技術顧問。
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葉
数
を
増
加
確
保
す
る
に
は
基
本
的
に

「
つ
る
下
げ
栽
培
」
と
「
摘
芯
栽
培
」
と
い

う
二
つ
の
栽
培
方
法
が
あ
り
ま
す
。

「
つ
る
下
げ
栽
培
」
は
、
主
枝
（
親
づ
る
）

を
伸
ば
し
て
、
一
定
の
位
置
（
高
さ
）
に
達

し
た
ら
成
長
点
を
あ
る
程
度
の
位
置
ま
で
下

げ
、
再
び
一
定
の
位
置
に
達
し
た
ら
つ
る
を

下
げ
る
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
れ
を
栽
培
期

間
中
に
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
節
数
を
確
保

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
栽
培
期
間
に
も
よ

り
ま
す
が
、
つ
る
の
長
さ
が
10
ｍ
以
上
に
も

な
り
ま
す
（
第
２
図
Ａ
）。　
一
方
、「
摘
芯
栽

培
」
は
、
主
枝
（
親
づ
る
）
が
一
定
の
位
置

（
一
般
的
に
高
さ
１
・
８
ｍ
前
後
、
節
位
20

節
前
後
）
に
達
し
た
ら
、
成
長
点
を
摘
芯
し
、

主
枝
か
ら
発
生
し
て
く
る
側
枝
（
子
づ
る
）

を
２
節
程
度
で
摘
芯
、
そ
の
側
枝
（
子
づ
る
）

か
ら
発
生
し
て
く
る
側
枝
（
孫
づ
る
）
を
同

様
に
摘
芯
し
ま
す
。
親
づ
る
か
ら
の
子
づ
る

→
孫
づ
る
→
ひ
孫
づ
る
…
…
と
い
う
よ
う
に

側
枝
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
が
伸
び
て
き
た
ら

摘
芯
し
て
節
数
を
確
保
し
て
い
く
方
法
で
す

（
第
２
図
Ｂ
）。

　
つ
る
下
げ
栽
培
で
は
、
栽
培
期
間
中
に
頻

繁
に
つ
る
を
下
げ
る
作
業
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
作
業
は
労
力
を
要
す
る
だ
け

で
な
く
（
次
頁
第
３
図
）、　
肥
大
途
中
の
果

実
が
着
生
し
て
い
る
状
態
で
つ
る
を
下
げ
同

時
に
摘
葉
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
着
生
果
実
へ
の
影
響
が
出
る
だ
け
で
な

く
、
つ
る
を
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、
着
葉
し

て
い
る
葉
の
受
光
態
勢
が
一
時
的
に
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
摘
芯
栽
培
は
、
生
育
初
期
の
段
階
、
つ
ま

り
主
枝
（
親
づ
る
）
摘
芯
時
ま
で
に
お
け
る

側
枝
（
子
づ
る
）
の
発
生
が
最
も
重
要
で
、

こ
の
こ
と
が
そ
の
後
の
側
枝
（
孫
づ
る
→
ひ

孫
づ
る
…
…
）
発
生
の
基
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
摘
芯
栽
培
で
は
初
期
生
育
の
草

↑キュウリの摘芯栽培。 ↑キュウリのつる下げ栽培。

Ⓑ Ⓐ

摘芯栽培

節数の確保と整枝方法

●つる下げ栽培：親づるの節数増加（親づる長）

●摘芯栽培：親づる+側枝（子づる+孫づる+ひ孫づる…）
（節間長）

（側枝の発生−草勢維持）

第１図　収量を構成する諸要因

第２図　整枝方法

雌花着生数÷節数

品　　種
育苗管理

光
温　　度
炭酸ガス

地　　力
施　　肥
土壌水分

地下部環境
主枝の伸長
側枝の発育
葉数の増加

（光合成）（養分吸収）

（生殖生長）

（栄養生長）

（
土
壌
管
理
）

（
地
上
部
環
境
管
理
）

地上部環境
整枝・摘葉
病害虫防除

果実肥大 株負担

開花後日数
収穫果の大きさ
（栄養）

（落葉）

発育速度

＝

草丈+側枝の発生数…（摘芯節数）

収 量 収穫果数×１果平均重

節数×着果率×栽植株数

近年は苗を購入す
ることから主枝

（親）をつる下げせ
ず、主枝中段から
発生した側枝（子
づる）を３〜４本
伸ばして、つる下
げをする例がみら
れる。

ＡB

つる下げ栽培
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勢
と
草
姿
形
成
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

主
枝
を
摘
芯
し
て
側
枝
（
子
づ
る
）
の
摘
芯

を
終
え
た
後
は
、
常
に
旺
盛
な
草
勢
を
維
持

す
る
こ
と
と
、
受
光
態
勢
を
考
慮
し
た
摘
葉

管
理
に
努
め
る
こ
と
が
、
節
数
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。

土
壌
管
理

　
キ
ュ
ウ
リ
は
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
に
比
べ
て

根
の
酸
素
要
求
量
が
多
い
作
物
で
す
（
第
４

図
）。　
根
群
の
発
達
を
み
る
と
、
地
表
下
の

比
較
的
浅
い
土
層
に
横
方
向
に
発
達
し
て
根

群
を
形
成
し
て
い
く
特
性
が
見
ら
れ
ま
す（
第

５
図
）。

　
こ
の
こ
と
は
、
土
壌
の
表
層
部
分
は
根
に

と
っ
て
酸
素
を
取
り
込
み
や
す
い
環
境
で
あ

る
一
方
、
空
気
中
の
温
湿
度
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
根
圏
環
境
が
変
化
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
土
壌
の
乾
湿

の
変
化
は
、
根
が
障
害
を
受
け
や
す
く
な
る

こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

　
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
堆た

い

肥ひ

を
十
分
に
施
用

し
て
深
耕
を
施
し
、
土
壌
の
物
理
性
に
富
ん

だ
、
排
水
性
と
保
水
性
に
す
ぐ
れ
た
耕
土
の

深
い
圃ほ

場
を
つ
く
り
ま
す
。
根
群
の
発
達
に

好
適
な
土
壌
条
件
に
な
る
よ
う
な
土
づ
く
り

が
重
要
で
す
。

　
根
を
土
壌
深
層
ま
で
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
、

根
圏
が
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な

り
作
柄
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

施
肥
量

　
キ
ュ
ウ
リ
は
葉
が
大
き
い
う
え
に
つ
る
性

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
側
枝
を
次
々
に
発
生
さ

せ
旺
盛
な
生
育
を
維
持
す
る
こ
と
が
多
収
を

得
る
た
め
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
一
般
的
に
は
、
多
肥
管
理
の
傾
向
が
強

い
作
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
む
や
み

に
多
肥
栽
培
す
る
こ
と
が
多
収
に
つ
な
が
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
本
来
な
ら
、
作
型
と
目
標
収
量
を
設
定
し

て
、
そ
の
収
量
を
得
る
た
め
の
施
肥
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。
作
型
に
よ
っ
て
栽
培
時
期

が
違
う
こ
と
か
ら
、
生
育
の
様
相
に
も
違
い

第３図　摘芯栽培労力を100とした場合のつる下げ栽培労力

第４図　土壌空気の酸素濃度が果菜の生育に及ぼす影響

第５図　キュウリの根系〈播種後６週間〉

〈酸素20％区に対する生育割合（生体全量）〉

キュウリはトマト、ナスと比較して根の酸素要求量が多い。

（位田）

（ウェーバーら、１９2７）

深
さ（
㎝
）

０

30

60

９0

キュウリの根は土層に広く浅く伸びる性質がある。

摘芯栽培 主枝・側枝１本誘引 主枝・側枝２本誘引

数
指 200

300

100

0

400

100

216

353

100

生育割合（%）

酸素量（%）

80

60

ナス

40

20

0 2 4 6 8 10 20

トマト

キュウリ
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は
み
ら
れ
、
養
分
吸
収
量
も
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
第
１
表
は
、
キ

ュ
ウ
リ
の
収
量
を
１
ｔ
得
る
た
め
の
養
分
吸

収
量
を
作
型
別
に
示
し
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
施
肥
に
あ
た
っ
て
は
天
然
供
給
量
や
栽

培
圃
場
が
有
す
る
地
力
の
違
い
、
ま
た
、
土

壌
の
種
類
や
圃
場
の
立
地
条
件
か
ら
生
じ
る

肥
料
の
流
亡
度
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
概
に
決

め
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
養
分
吸
収

量
に
土
質
に
よ
る
施
肥
倍
率
を
乗
じ
て
、
第

２
表
の
よ
う
に
施
肥
量
を
算
出
す
る
こ
と
で

施
肥
の
目
安
に
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
施
肥
に
当
た
っ
て
は
そ
の
圃
場

の
土
壌
分
析
結
果
な
ど
を
考
慮
し
て
行
う
こ

と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肥
培
管
理

は
生
育
段
階
ご
と
に
、
日
常
の
生
育
状
況
の

観
察
結
果
や
天
候
な
ど
も
予
測
に
入
れ
て
、

必
要
に
応
じ
て
の
追
肥
や
そ
の
量
、
成
分
割

合
な
ど
を
考
慮
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

水
分
管
理

　
キ
ュ
ウ
リ
の
茎
葉
は
、
そ
の
大
部
分
は
水

分
か
ら
な
っ
て
い
て
、
こ
と
に
収
穫
す
る
果

実
に
い
た
っ
て
は
含
水
分
が
95
％
か
ら
水
分

で
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
葉
が
大
き
い
う
え
に
、

摘
芯
栽
培
に
お
け
る
収
穫
期
の
１
株
当
た
り

の
着
葉
数
は
50
～
60
枚
に
な
り
ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
環
境
に
お
け
る
水
分
に

は
、
地
上
部
環
境
の
水
分
と
し
て
空
中
湿
度

が
あ
り
、
根
圏
環
境
の
水
分
と
し
て
は
土
壌

水
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
土
壌
水
分

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
葉
が
大
き
い
う
え
に
葉
数
が

多
く
、
高
温
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒸
散
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
土
壌
か
ら

の
水
分
吸
収
が
多
く
、
一
般
的
に
多
水
分
管

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
の
酸

素
要
求
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
根
圏
環
境
が

過
湿
状
態
に
な
る
と
酸
素
欠
乏
を
起
こ
し
て

地
上
部
が
萎い

凋ち
ょ
う

し
て
し
ま
う
ば
か
り
で
は
な

く
、
根ね

腐ぐ
さ

れ
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
栽
培
土
壌
は
潅
水
し
た
水
が
縦

浸
透
す
る
よ
う
な
、
土
壌
物
理
性
の
良
好
な

排
水
性
・
保
水
性
に
富
ん
だ
土
壌
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
土
壌
条
件
に

あ
っ
て
、
水
分
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
土
壌
水
分
の
状
態
を
簡
易
に
知
る

方
法
と
し
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
メ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
水
分
管
理
の
目
安
に
で
き

ま
す
。
テ
ン
シ
ョ
ン
メ
ー
タ
ー
は
最
も
根
群

の
安
定
し
て
い
る
位
置
で
見
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
一
般
的
に
、
株
間
や
株
元
か
ら
少
し

離
れ
た
位
置
に
設
置
し
て
測
定
し
、
そ
の
設

定
値
が
pF
１
・
７
～
２
・
３
の
範
囲
を
目
安

に
し
て
土
壌
の
水
分
管
理
を
行
い
ま
す
。

※文中で紹介している品種、資材などは、タキイでは取り扱いのないものもございます。ご了承ください。（編集部）

第６図　潅水と収量〈品種：夏埼落３号、１0株当たり〉

第１表　作型別推定養分吸収量

第２表　作型別施肥基準

促 成

半 促 成

早 熟

夏キュウリ

ハウス抑制

作 型
Ｎ P₂O₅ K₂O Ｎ P₂O₅ K₂O

10 a 当たり
収穫（t）

10 a 当たり吸収量（㎏） 収量1t当たり吸収量
（㎏）

15

12

７

７

５

33

30

18

18

15

11

10

６

６

５

45

42

28

28

23

2.2

2.5

2.5

2.5

3.0

0.7

0.8

0.8

0.8

1.0

3.0

3.5

4.0

4.0

4.5

促 成

半 促 成

早 熟

夏キュウリ

ハウス抑制

作 型
Ｎ P₂O₅ K₂O Ｎ P₂O₅ K₂O

10 a 当たり
目標収穫（t）

施肥倍率 10 a 当たり施肥量（㎏）

15

12

７

７

５

1.5

1.5

1.8

1.8

1.5

3.0

3.0

4.0

3.0

3.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

50

45

32

32

23

33

30

24

18

15

45

42

28

28

23

（藤枝）

（藤枝）

↑潅水チューブを使用したキュウリの潅水。

（埼玉園試、１９７0）

※１有底は地表下30㎝
の所にビニールを
敷き、地下水から
の毛管現象で上っ
てくる水分を断っ
て潅水のみで栽培。

※２多潅水は20㎜、中
潅水は10㎜、少潅
水は５㎜相当の潅
水で栽培。

0

10

20

30

40

50

少 中

慣 行

潅水量 多 少 中 多

有 底

※2

※1

収

　量（
㎏
）

初期
中期
後期

良品多収管理技術
の生理・生態からとらえたキュウリ
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